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日本臨床検査医学会 平成 22 年度  

第 1 回理事会だより 

日 時 : 平成 22 年 3 月 27 日(土)12 : 00～15 : 00 

場 所 : 学術総合センター2F 会議室 202－203 

     (東京都千代田区一ツ橋 2 丁目 1-2) 

出席者 : 宮澤幸久理事長，高橋伯夫副理事長， 

米山彰子総務理事、玉井誠一会計理事， 

村田満庶務理事 

矢冨 裕，宮地勇人，諏訪部章，登 勉，

前川真人，〆谷直人，渡邉直樹，茆原順一，

岡部英俊，山根誠久 理事 

中原一彦，一山 智 監事(17 名) 

酒井富雄 会計顧問 陪席 

欠席者 : 村上正巳，尾崎由基男，北島 勲， 

日野田裕治 理事(4 名) 

 
会に先立ち，平成 22 年 3 月 13 日に逝去された評議

員の鈴木美登利先生(獨協医大越谷病院，享年 56

歳)の逝去を悼み黙祷が捧げられ，その後，宮澤幸

久理事長の挨拶があり，矢冨裕理事，渡邉直樹理事

を議事録署名人に定めて理事会の議事を進めた。 

 
【報告事項】 

1．支部報告 

 各支部報告の支部例会・総会予定，支部地方会予

定，支部役員の交代等について，また，九州支部か

ら，2 月 13 日に承認された支部規約が報告された。 

 なお，東海・北陸支部から利益相反について学会

で検討してほしいとの要望があった。 

 編集委員会から臨床病理の特別総説の依頼に有用

であり，共通の情報としても必要と思われるため，

支部人事の変更，とくに検査関係の教授，部長，技

師長の退任・新任の報告を追加してほしいとの要望

があった。 

北海道支部報告(渡邉直樹 支部長) 

1．支部総会の予定 

第 44 回支部総会 

 期 日 : 平成 22 年 10 月 30 日(土) 

 場 所 : 北海道大学医学部保健学科 

 総会長 : 千葉仁志(北海道大学大学院 

保健科学研究院 教授) 

 

東北支部報告(茆原順一 支部長) 

1．支部総会の予定 

第 42 回支部総会 

 期 日 : 平成 22 年 5 月 15 日(土) 

 場 所 : 弘前大学医学部コミュニケーション 

センター 

 総会長 : 保嶋  実(弘前大学大学院医学研究科 

臨床検査医学 教授) 

1)一般演題 

2)シンポジウム :  

 「臨床検査とリスクマネージメント(仮題)」 

3)特別講演 : 「鉄代謝研究の進歩と鉄関連貧血」 

 張替秀郎(東北大学大学院医学系研究科 

 血液・免疫病学分野 教授) 

 事務局 : 弘前大学大学院医学研究科 

臨床検査医学講座 

杉本一博(医学部附属病院検査部) 

〒036-8562 青森県弘前市在府町 5 

2．支部例会の予定 

第 34 回支部例会 

 期 日 : 平成 22 年 10 月 30 日(土) 

 場 所 : コラッセふくしま 

 例会長 : 金光 敬二(福島県立医科大学 

感染制御・臨床検査医学 教授) 

 事務局 : 今福裕司(福島県立医科大学 

感染制御・臨床検査医学) 

〒960-1295 福島市光が丘 1 番地 

TEL: 024-547-1350 

FAX: 024-548-6016 

 
関東・甲信越支部報告(宮地勇人 支部長) 

1．支部例会の予定 

第 67 回支部例会 

 期 日 : 平成 22 年 5 月 29 日(土) 

 場 所 : 神奈川県総合医療会館 7 階大講堂 

 例会長 : 宮地勇人(東海大学医学部 

基盤診療学系臨床検査学) 

 内 容 : 総合テーマ「情報型から知識集約型への 

検査サービスの転換」 

 シンポジウム 1 : 検査の領域間連携と知識集約型

サービス : 検体検査編 

 

 



 －臨 床 病 理－ 

日本臨床検査医学会ニュース 

 －406－ 

 1．血液総合診断による造血器腫瘍の 

   新 WHO 分類報告 

松下弘道(東海大学医学部基盤診療学系 

臨床検査学) 

 2．調理従事者の糞便検査における細菌検査と 

   遺伝子検査(仮題) 

二本柳伸(北里大学病院臨床検査部) 

 シンポジウム 2 : 検査の領域間連携と知識集約型 

サービス : 生理検査編 

1．睡眠時無呼吸症候群における 

   生理機能検査間の連携 

長田尚彦(聖マリアンナ医科大学循環器内科) 

2．動脈硬化指標と生理検査(仮題) 

狩野有作(北里大学医学部臨床検査診断学) 

3．超音波検査による悪性リンパ腫の鑑別 

浅井さとみ(東海大学医学部基盤診療学系 

臨床検査学) 

 教育講演 1 : Quality Indicator と臨床検査(仮題) 

嶋田元(聖路加国際病院医療情報センター 

副センター長) 

 教育講演 2 : ゲノム多様性と検査データの個人間 

差 : 検査の基準値のパラダイムシフト 

鎌谷直之(スタージェン情報解析研究所 所長) 

 特別講演 : 身体はゲノムの単なる乗り物か？ 

猪子英俊(東海大学医学部基礎医学系 

分子生命科学 教授) 

2．支部総会の予定 

第 22 回支部総会 

 日 時 : 平成 22 年 11 月 27 日(土)13：00～ 

 場 所 : 杏林大学医学部附属病院 

外来棟 10 階第一会議室 

 総会長 : 渡邊 卓(杏林大学医学部 

臨床検査医学 教授) 

 
東海・北陸支部報告(登 勉 理事 

          北島勲支部長欠席のため) 

1．支部総会の予定 

 第 49 回支部総会(第 320 回日本臨床化学会 

東海・北陸支部例会との連合大会) 

 期 日 : 平成 22 年 3 月 14 日(日) 

 場 所 : 名古屋大学大学院医学系研究科 

基礎研究棟講義室 

 総会長 : 中村栄男(名古屋大学医学研究科 

臓器病態診断学) 

 内 容 :  

 特別講演 : 「感染制御における検査室の役割」 

司会 中村栄男(名古屋大学)  

八木哲也(名古屋大学医学部附属病院 

中央感染制御部) 

 シンポジウム : 悪性リンパ腫をめぐる検査医学 

司会 白石泰三(三重大学) 

 1．悪性リンパ腫 : 病型分類の進歩 

中村栄男(名古屋大学医学研究科臓器病態診断学) 

 2．悪性リンパ腫の分子病態 

瀬戸加大(愛知県がんセンター研究所 

遺伝子医療研究部) 

 3．悪性リンパ腫の細胞診 

所 嘉朗(愛知県がんセンター中央病院 

臨床検査部) 

 4．入門フローサイトメトリー法 

   －表面抗原解析の基礎と実際－ 

岡田恭孝(愛知県がんセンター中央病院 

臨床検査部) 

 ランチョンセミナー 

 1．がん分子標的治療と臨床検査 

中村靖司(和歌山県立医科大学臨床検査医学) 

 2．微量金属と亜鉛 

吉村 一(株式会社シノテスト 研究開発部) 

 一般演題 

 事務局 : 〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

松本祐之(名古屋大学医学部附属病院検

査部) 

2．支部総会の予定 

第 29 回支部例会 

 期 日 : 平成 22 年 8 月 28 日 

 場 所 : 福井市地域交流プラザ「アオッサ」 

 例会長 : 登 勉(三重大学) 

 内 容 : CKD の最前線(案) 

 第 21 回日本臨床化学会東海・北陸支部総会 

 との連合大会 

 事務局 : 山下政宣(福井大学医学部 

附属病院検査部) 

〒930-1193 福井県吉田郡永平寺町 

松岡下合月 23-3 

Tel : 0776-61-8464，Fax : 0776-61-8120，

email: myama@u-fukui.ac.jp 
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近畿支部報告(岡部俊英 支部長) 

1．支部総会の予定 

第 53 回支部総会 

 期 日 : 平成 22 年 12 月 11 日～12 日 

 場 所 : 奈良文化会館 

 総会長 : 松尾収二(天理よろづ相談所病院 

臨床検査部) 

 内 容 : 医学検査学会と同時開催 

 事務局 : 天理よろづ相談所病院検査部 

2．支部例会の予定 

第 55 回支部例会 

 期 日 : 平成 22 年 6 月 5 日 

 場 所 : 神戸常盤大学 

 例会長 : 片山善章(神戸常盤大学保健科学部 

医療検査学科) 

 事務局 : 神戸常盤大学 

 
中国・四国支部報告(米山彰子 総務理事 

日野田裕治 支部長欠席のため) 

1．支部総会の予定 

第 55 回支部総会 

 期 日 : 平成 23 年 2 月 5 日(土)～2 月 6 日(日) 

 場 所 : 岡山市 

 総会長 : 日野田裕治(山口大学医学部附属病院 

検査部長) 

 事務局 : 中村準二技師長 

(山口大学医学部附属病院検査部) 

(jnaka@yamaguchi-u.ac.jp) 
2．支部人事変更について 

 支部長変更平成 22 年 1 月より小出典男教授(岡山

大学)から日野田裕治(山口大学)へ 

 
九州支部報告(山根誠久 支部長) 

1．支部総会例会の予定 

第 55 回九州地方会(開催済み) 

 期 日 : 平成 22 年 2 月 13 日(土) 

 場 所 : 九州大学コラボステーション I 

 総会長 : 出原賢治 (佐賀大学) 

2．総会決議事項 

 支部規約の改訂・平成 21 年度会計決算・平成 22

年度予算 

 改訂された規約に基づく支部名誉会員・支部役員

等 

2．各種委員会報告 

A．編集委員会(矢冨 裕 委員長) 

1)編集業務は順調に進んでいる。 

 現在，2009 年度の優秀論文賞候補論文の選定作業

を行っている。対象は 42 論文。 

2)新編集委員 

 萱場広之先生(秋田大学医学部臨床検査医学)にご

快諾いただいた。 

3)特別総説の著者の確認 

 支部長の確認作業をよろしくお願いします。 

4)投稿規定の改定を予定 

 この度，「臨床検査を終了した検体の業務，教育，

研究のための使用について－日本臨床検査医学会の

見解－」が会告として公表されたことに合わせ，投

稿規定の改訂を予定している。 

5)新査読システムの提案(審議事項) 

 1 つの投稿論文に対して，1 人の編集委員(主任査

読委員)と 2 人の査読委員が担当する。 

 評議員は全員，査読委員になりうる。また，評議

員の新任，更新時に専門領域を調査する．これと並

行して，カテゴリーの再検討と明確化を図る。 

 座長推薦論文に関しては，推薦座長が査読委員と

なる 

 
B．精度管理委員会(宮地勇人 委員長) 

1)CAP サーベイについて 

 CAP サーベイ参加施設 

 2010 年度 CAP サーベイ参加施設 : 97 施設 

 (新規 1 施設，中止 6 施設) 

 2009 年度に比べ，5 施設減(2009 年度 : 102 施設) 

 2010 年度 CAP サーベイプログラム 

 2009 年度プログラム : A，A1～A9，CZ，CRT，K， 

TM，RT3，RT4 

 2010 年度プログラム : A，A1～A9，CZ，CRT，K， 

TM，RT3，RT4，OCB(便潜血)，U(尿

生化学) 

 2 項目新プログラム追加 

 アンケート調査結果 

 実施期間 : 2009 年 11 月配布 

 12 月 15 日締め切り 

 配布施設数 : 102 施設 

 回答施設数 : 30 施設(回答率 約 30%) 

 調査目的，事項 : 新規サービス開始に関する意見，
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要望について 

(日本語-英語併記版キット取扱い説明書，日本語-英

語併記版報告用紙，日本語版参加者サマリーの提供， 

E-Lab Solutions オンラインアクセスサポート) 

回答について個別に対応済み。 

メーカーのコード登録について 

登録依頼メーカー : 24 社 

登録/確認済みメーカー : 12 社 

残り 12 社については，今後も引き続き登録/確認を

要請 

評価対象外検査について 

日本参加施設のみでピアグループを作り評価可能な

システム構築を CAP 側と継続協議中 

2)『臨床検査室グローバルニュース』会員配布の増

数(1→2 冊)について 

 委員会で監修している｢臨床検査室グローバルニ

ュース｣を会員に機関誌配布時に 1 冊同封している

がこれを 2 冊にして会員所属の職場閲覧用として利

用いただくことの提案があった。これについて検討

され，｢臨床検査室グローバルニュース｣の同封は，

会員特権であることを周知するため，入会を促す手

紙を同封したうえで送付することで承認された。 

 

C．標準化委員会(前川真人 担当理事) 

1)治験検査の標準化に関して : 3 月 30 日に第二回

WG 開催予定。 

 そ こ で ， prea-nalytical と post-analytical  サ ブ

WG からの中間報告があり，その内容を審議する予

定。 

2)学生用基準範囲設定に関して : 学生用基準範囲設

定 WG 案を理事会に提示した。 

 現在，日本臨床検査医学として今後どのように学

生用基準範囲案を確定していくのかについて，理事

会の指示を待っている状況。本件について，評議員

に意見を求め確定していくこととなった。 

 
D．倫理委員会(村上正巳 担当理事欠席のため， 

米山彰子 総務理事) 

 平成 21 年度第 4 回日本臨床検査医学会理事会に

おいて承認された「臨床検査を終了した検体の業務，

教育，研究のための使用について」を会告として 

「臨床病理」2 月号に掲載し，3 月 1 日付けで日本

臨床検査医学会ホームページに公表した。 

E．遺伝子委員会(宮地勇人 委員長) 

1)ファーマコゲノミクス(PGx)ガイドライン共同策

定委員会開催について 

 目的 : ファーマコゲノミクス(PGx)検査運用指針

の公開を踏まえて，治療を含めた臨床利用のための

ガイドラインを関連学会共同で策定する。 

 スコープ : ①日常診療(保険診療，先進医療)，②

臨床研究(探索的，有用性確認)，③治験，市販後調

査，④副作用報告(義務) 

会議開催 

 日 時 : 2009 年 12 月 26 日(土)13:00～16:00 

     2010 年 2 月 27 日(土)13:00～16:00 

 場 所 : 東大医科研 

 出席者 : 鎌谷直之(日本人類遺伝学会遺伝薬理学

委員会委員長)，宮地勇人(日本臨床検査医学会遺伝

子 委 員 会 委 員 長 ， 日 本 臨 床 検 査 標 準 協 議 会  ; 

JCCSL)，植田真一郎(日本臨床薬理学会ゲノム委員

会委員長)，谷川原祐介(日本 TDM 学会理事長)，堤

正好(オブザーバー，個人遺伝情報取扱協議会理事

長) 

2)「遺伝学的検査に関するガイドライン(2010)」作

成準備委員会について 

 目的 : 日本医学会高久史麿会長から，2009 年の

10 月 26 日に日本人類遺伝学会の中村祐輔理事長と

福嶋義光倫理審議委員会委員長あてに，ガイドライ

ン作成見直しの依頼あり(遺伝子学的検査関連の技

術の進歩と診療での利用上の課題を踏まえて) 

会議開催 

 日 時 : 予備会合 2010 年 2 月 6 日(土)13:30－17:00 

 場 所 : 東京フォーラム 

出 席者 : 関連 12 学会代表 10 名，日本人類遺伝学

会倫理審議委員会 7 名，日本学術振興会ゲノムテク

ノロジー第 164 委員会 ELSI 分科会委員 6 名，有識

者 1 名，日本医学会(高久史麿)，作成準備委員会協

力者 6 名 総数 31 名 

審議内容 

・作成委員会の構成メンバーについて 

・新ガイドラインの位置づけについて 

・記載すべき項目について 

・たたき台(案，ver.1.0)の記載内容について 

・今後の審議の進め方について 
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F．医療安全委員会(〆谷直人 担当理事) 

1)第 57 回日本臨床検査医学学術集会において，医

療安全委員会主催のシンポジウムを開催する。下記

のように，「様々な医療現場における臨床検査と医

療安全管理」をテーマに 5 名のシンポジストからの

発表を予定している。 

第 57 回学術集会医療安全委員会主催シンポジウム

(案)(約 2 時間) 

司会 : 三井田孝(順天堂大学臨床検査医学講座) 

〆谷直人(国際医療福祉大学 熱海病院検査部) 

シンポジウム : 様々な医療現場における臨床検査と

医療安全管理 

在宅での臨床検査と医療安全管理 

Self-monitoring of blood glucose (SMBG)の実情と問

題点 

井上記念病院検査科 山崎家春先生(内諾) 

衛生検査所における医療安全管理 

臨床検査におけるリスクマネジメントの取り組み 

保健科学研究所精度保証室 関 顯先生(内諾) 

採血室における医療安全管理 

トラブルにどう対処しているか 

東京慈恵会医科大学附属柏病院中央検査部 

 吉田 博先生(内諾) 

病理検査における医療安全管理 

検体作成から病理検査報告書の伝達まで 

金沢医科大学病態診断医学 湊 宏先生(内諾) 

生理機能検査，特に超音波検査業務の安全管理 

生理検査の特殊性と医療安全 

自治医科大学医学部臨床検査医学  

谷口信行先生(内諾) 

 
3．第 56 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(玉井誠一 会計理事) 

 平成 21 年 8 月 26 日(水)～30 日(土)，札幌コンベ

ンションセンターで開催された第 56 回学術集会(松

野一彦会長)の収支決算報告があった。 

 
4．第 57 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(宮澤幸久 会長) 

 平成 22 年 9 月 9 日(木)～12 日(日)に東京の京王

プラザホテルで，「『臨床検査の価値』その評価・

そして未来に向けて」というテーマで開催予定であ

り，現在，演題募集をしていること(4 月 1 日まで)，

特別講演などについて報告された。 

 
5．第 58 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(小出典男 会長) 

 第 58 回学術集会(小出典男会長)は，平成 23 年 11

月 17 日(木)～20 日(日)に岡山コンベンションセン

ターで開催予定であることが報告された。 

 
6．第 59 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(一山 智 会長) 

 平成 24 年 11 月 29 日(木)～12 月 2 日(日)に国立

京都国際会館で開催予定であることが報告された。  

 
7．名誉会員，功労会員，評議員の推薦について 

(米山彰子 総務理事) 

 本年は，学術集会が例年より 2 ヶ月ほど早いため，

7 月中旬締切で各支部より各資格要件を満たす功労

会員，評議員の推薦依頼がなされた。なお，評議員

候補者の定員は支部正会員の約 10%で，県および所

属機関毎で偏りのないように考慮のうえ推薦いただ

くよう依頼された。 

 
8．第 60 回(平成 25 年度，2013 年)学術集会長の推

薦について(宮澤幸久 理事長) 

 各支部に 7 月中旬締切で推薦依頼がなされた。な

お，順番としては九州か東北が担当していただくの

が適当とのことであった。 

 
9．第 9 回特別例会長の推薦について 

(宮澤幸久 理事長) 

 2011 年 4 月に東京で開催される第 28 回日本医学

会総会に合わせて第 9 回特別例会を開催するため，

特別例会長の推薦を関東・甲信越支部に依頼がなさ

れた。 

 
10．臨床検査管理医講習・認定試験について 

(高橋伯夫 副理事長) 

 本年 11 月 28 日(日)11 時～16 時に都内で開催す

る予定。講師は昨年同様の渡辺清明先生，高木康先

生，佐守友博専門医に依頼し，会場は人数により選

定することが報告された。 
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11．日本専門医制評価・認定機構 専門医制度のヒ

アリング報告(村田 満 庶務理事) 

 現在，日本専門医制評価・認定機構の専門医制度

整備指針の基準に沿ったものとして臨床検査専門医

制度が(H19/11/5～H22/11/4)認定されているが，本

年 11 月で認定期間が終了となるため，3 月 5 日(金)

機構事務局で，本会からは宮澤幸久理事長，村田満

理事，土屋達行教育委員長が出席しヒアリングが行

われた。ヒアリングでは本会の臨床検査専門医卒後

研修カリキュラム，卒後研修評価表などが高く評価

され，次回認定に対する問題点の指摘は特になかっ

たことが報告された。 

 
12．関連団体への委員等の推薦について 

(米山彰子 総務理事) 

 平成 21 年 12 月以降の各関連団体への委員などの

派遣，推薦状況が報告された。 

 なお，会員名簿掲載時などに各団体への派遣委員

についても掲載の要望があったことについて，派遣

委員の公開は問題ないため，掲載時期，方法を検討

して行うこととなった。 

 
13．体外診断用医薬品の供給停止予定品目の調査に

ついて(宮澤幸久 理事長) 

 厚生労働省でメーカーから医薬品製造中止の連絡

があり医薬品の供給停止をする場合，本年から関連

の学会にその検討依頼がされ，製品供給を停止して

も問題がないか否かについて検討し，供給停止に意

義がある場合は厚労省に理由を示して回答するよう

になったことが報告された。 

 
14．各種送金について(支部活動費,専門医試験費用,

学術集会補助金,顧問料)(玉井誠一 会計理事) 

 平成 22 年度の支部活動費，専門医試験費用，学

術集会補助金，顧問等の送金予定について報告され

た。 

 
15．その他 

 特になし。 

 

 

 

 

【審議事項】 

1．平成 21 年度会計収支決算報告・事業報告につい

て(玉井誠一 会計理事) 

 事業報告書，貸借対照表，損益計算書，損失処理

案，監査報告書が提示され，玉井誠一会計理事から

説明があり，中原一彦監事より監査報告があり承認

された。 

 なお，中原一彦監事より，本会の通帳数を少なく

すること，これにはペイオフ制度がありそれに対応

するには冊数が増えてしまうが，利子は付かないが

全額補償されるような預金にするなどの方法を取り，

管理面からも冊数が少ないほうがよいのではないか

ということ，また事務局事務員の退職金の積立がな

されていないため積立てて準備すべきであることの

2 点について提案があり，これらについてその方向

で検討することとなった。 

 
2．定款の一部改定について(玉井誠一 会計理事) 

 本会の公告について，現在，官報への掲載方法に

よることから，原則的には電子公告による公告に変

更することが提案され承認された。 

 
3．中国・四国支部理事の交代について 

(宮澤幸久 理事長) 

 今年の 2 月 13，14 日の中国・四国支部総会で，

本年 1 月 1 日に遡り支部理事が小出典男先生から日

野田裕治先生に交代することが決定された報告があ

り，承認された。 

 
4．標準化委員会委員の交代，医療安全委員会委員

の追加について(米山彰子 総務理事) 

 標準化委員会から 3 名の委員交代についてと，医

療安全委員会から 1 名の委員の追加の要望があり，

承認された。 

 
5．11Th ASCPaLM・シンポジストについて 

(登  勉 国際担当理事) 

 2010 年 10 月 21～23 日にインドネシアで開催予定

であり大会事務局から 4 月 1 日までに本会からのシ

ンポジスト各 1 名合計 3 名の推薦依頼があったこと

に対して，まず評議員に推薦依頼を行ったが推薦が

なかったため，国際委員会からシンポジストとして

推薦する方について方向性を示し，それについて同
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意され，委員会に一任することで承認された。また，

今回の ASCPaLM には現時点一般演題の募集がなさ

れていないため，国際委員会から大会事務局に確認

していただくこととなった。 

  
6．評議員再任未提出者について(平成 22 年 1 月 1

日付)(米山彰子 総務理事) 

 数回，文書，メールで申請依頼をしたにもかかわ

らず，東北支部の長井俊彦先生(福島医科大)，関

東・甲信越支部の田口和三先生(昭和大藤が丘病院)

から評議員再任の申請書の提出がないため，支部か

ら評議員の継続についての確認をしていただくこと

となった。もし，申請がされない場合は評議員の再

任は認められない場合もあることが確認された。 

7．その他(米山彰子 総務理事) 

 次回以降の理事会日程は，平成 22 年度 第 2 回 : 

6 月 12 日(土)，第 3 回 : 8 月 7 日(土)，第 4 回 : 11

月 13 日(土)正午からの予定で開催される旨報告さ

れたが，6 月と 8 月は関連する会議などで出席でき

ない理事が多いため，第 2 回理事会は 6 月 13 日

(日)，第 3 回理事会は 8 月 8 日(日)に変更すること

となった。 

 
閉会 

 高橋伯夫副理事長より閉会の言葉があり本理事会

は閉会された。 

 

日本臨床検査医学会 平成 21 年度 

に係る定時社員総会 だより 

日 時：平成 22 年 3 月 27 日(土)15：00～15：45 

場 所：学術総合センター2F 中会議室 3～4 

    東京都千代田区一ツ橋 2 丁目 1 番 2 号 

    (101-0052)TEL：03-4212-6321 

出 席：社員(評議員)25 名，名誉会員 3 名， 

    功労会員 2 名 

委任状：167 通 

 
 宮澤幸久理事長が，議長となり，定時社員総会は，

社員出席者数と委任状数が過半数を越えるため，当

会は成立されることが報告され，議事が進められた。 

 

会議の目的事項 

決議事項 

第 1 号議案 計算書類承認の件 

(玉井誠一 会計理事) 
 当議案について，事業報告書，貸借対照表，損益

計算書，損失処理案，監査報告書が提示され，玉井

誠一会計理事，より説明がなされた。事業報告書，

貸借対照表，監査報告書の一部の文言について訂正

すべき箇所の指摘があった。中原一彦事より監査報

告があり，指摘事項を訂正することを条件に承認さ

れた。(事業報告書，計算書類は後頁に掲載) 

 
第 2 号議案 常任理事・理事の選任・退任の件 

(宮澤幸久 理事長) 

 昨年の学術集会時の臨時社員総会(2009 年 8 月 27

日)で承認されていない常任理事の選任・退任，理

事(支部理事)の選任・退任について報告がされ，常

任理事 1 名 : 村田満先生，理事(支部理事)3 名 : 渡

邉直樹先生，尾崎由基男先生，日野田裕治先生につ

いて承認された。 

 なお，臨時社員総会(2009 年 8 月 27 日)で承認さ

れている理事，監事は，次の通りである。 

理事(選挙理事) : 村上正巳先生，〆谷直人先生，

前川真人先生，宮地勇人先生 

理事(支部理事) : 北島勲先生，岡部英俊先生 

監事 : 一山智先生 

 
第 3 号議案 定款変更の件(玉井誠一 会計理事) 

 本会の公告の方法(定款 7 条)について，下記の通

り，現在，官報への掲載方法のみによることから，

原則として電子公告による公告とし，これができな

い場合は官報への掲載によると変更することが提案

され承認された。 

【現行】 

(公告の方法) 

第 7 条 本法人の公告は，官報に掲載してする。 

【改訂案】 

(公告の方法) 

第 7 条 本法人の公告は，電子公告による。ただし，

やむを得ない事由により，電子公告による

ことができない場合は，官報に掲載する方

法による。 
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